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路線バス・臨鉄無料デーの実施結果について 

 

１ 実施日 

  令和５年９月１０日（日）、９月２４日（日）、１０月１日（日）、１０月１５日（日）、 

１１月１９日（日）、１１月２５日（土） 

 

２ 実施内容 

  倉敷市内を運行する路線バス（一部路線を除く）及び水島臨海鉄道の運賃を無料化 

倉敷駅北口～岡山桃太郎空港のリムジンバス（下電バス・中鉄バス）・倉敷駅前～岡山駅前（両備バス）・中庄駅（花尻入口・  

清心学園口発着分を含む）～岡山駅前（岡電バス・下電バス・両備バス）・児島駅～岡山天満屋（下電バス）・児島駅発着の鷲 

羽山夕景鑑賞バス（下電バス）・児島駅～坂出駅前（琴参バス）・王子ヶ岳登山口～宇野駅前（両備バス） は対象外 

 

３ 運行事業者 

 【路線バス】両備ホールディングス㈱、下津井電鉄㈱、㈱井笠バスカンパニー 

 【鉄道】水島臨海鉄道㈱ 

  

４ 利用者数 

  各実施日の路線バス・水島臨海鉄道の利用者数の合計は、比較対象日（無料デー実施日と

同月同曜日を設定）と比べて、それぞれ１．８倍～２．４倍となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 

※各事業者からの報告 
図１ 
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５ 市内各エリア滞在人数（１５分以上滞在した人の人数・推計値） 

  倉敷美観地区周辺、児島ジーンズストリート周辺、水島商店街周辺、玉島中央町周辺の各

１ｋｍエリア内に１５分以上滞在した来街者の人数を集計した結果、比較対象日と比べて、

全体的に滞在人数が増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 市内各エリア内道路通行人数（徒歩で通行した人の人数） 

倉敷美観地区周辺、児島ジーンズストリート周辺、水島商店街周辺、玉島中央町周辺の各

エリア内の主な道路を通行した人の人数を集計した結果、比較対象日と比べて、全体的に対

象道路の通行人数が増加しており、観光地や市街地の賑わい創出に繋がったと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図２・図３のデータ 

KDDI・技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」により、auスマートフォンユーザーのうち個別同意を得たユーザーを対象に、 
個人を特定できない処理を行って集計したデータ 

図３ 
※１０代以下を除く。 
※値は１００人未満四捨五入。 

図２ 
※居住者・通勤者を除く。１０代以下を除く。 

※値は１００人未満四捨五入。 
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※各エリアの分析対象道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 利用者アンケートの回答（回答数＝１１８件） ※次ページ参照 

  Ｑ５の「普段の公共交通の利用頻度」について、「年に数回」または「利用しない」と回答

した人が全体の約６８％を占めていますが、これらの普段の利用が少ない層のうち８割の人

が、今後の公共交通利用について、「積極的に利用したい」または「時々利用したい」と回答

していることから、公共交通の利用促進において、一定の効果があったと考えられます。 

 

８ 無料デー実施日に開催された主なイベント 

 (１) ９月１０日（日） 

   水島朝市 withフリーマーケット（水島愛あいサロン芝生広場）、備中玉島みなと朝市（玉

島中央町、周辺の商店街）、倉敷国際トライアスロン大会（倉敷市児島地区） 

 (２) ９月２４日（日） 

   児島駅前三白市（７番街・パティオ・天満屋トピア周辺敷地内）、下津井節全国大会（児島

市民交流センター） 

(３) １０月１日（日） 

   倉敷市民スポーツフェスティバル（水島中央公園）、～至極の逸品～くらしきフェア（倉

敷みらい公園） 

（４） １０月１５日（日） 

高梁川流域倉敷三斎市（倉敷駅前商店街周辺）、倉敷屏風祭（本町・東町・美観地区周 

辺）、いきいきふれあいフェスティバル（水島緑地福田公園）、倉敷国際ふれあい広場（芸文

館） 

（５） １１月１９日（日） 

高梁川流域倉敷三斎市（倉敷駅前商店街周辺） 

（６） １１月２５日（土） 

    水島港まつり（水島商店街一帯等） 

＜倉敷美観地区周辺＞ ＜児島ジーンズストリート周辺＞ 

＜水島商店街周辺＞ ＜玉島中央町周辺＞ 



無料デーアンケート結果

※無料デー利用者を対象に、倉敷市ホームページ上でアンケートを実施（チラシにも二次元コードを掲載）。

回答内容

割合

回答数

回答内容

割合

回答数

回答内容

割合

回答数

１０歳未満

3%

１０～１９歳

8%

２０～２９歳

8%

３０～３９歳

21%

４０～４９歳

25%

５０～５９歳

20%

６０～６９歳

13%

７０歳以上

2%

Q１ 回答者の年齢

回答数 N=118

観光

20%

買い物

23%

地域のイベント

18%

通勤・通学・仕事

5%

その他

24%

公共交通（路線バス・水島臨

海鉄道）への乗車

10%

Q２ 当日の外出目的

自動車を利用する

37%

公共交通（路線バス・鉄道等）を利用す

る 39%

その他の交通手段を利用する

9%

そもそも外出しない

15%

Q３ 当日の運賃が無料でなかった場合に利用する移動手段

回答数 N=118

0円（使っていない）

4%

1～2千円未満

35%

2千～4千円未満

33%

4千～6千円未満

12%

6千～8千円未満

3%

8千～1万円未満

4%

1万円以上

9%

Q４ 当日外出の際に使った金額（１日あたり）

回答数 N=118

回答数N=118

毎週利用している

12%

月に数回利用している

20%

年に数回利用している

42%

利用していない

26%

Q５ 普段の公共交通の利用頻度

回答数 N=118
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回答内容

割合

回答数

積極的に利用したい

39%

時々利用したい

42%

今と変わらない

12%

無料でなければ利用したくない

7%
Q６ 今後の公共交通の利用

回答数 N=118

必要

95%

やや必要

3%

あまり必要でない

1%

必要だと思わない

1%
Q７ 今後の公共交通の必要性

回答数 N=118

「積極的に利用したい」または「時々利用したい」が ８１％

「必要」または「やや必要」が ９８%

積極的に利用したい, 26% 時々利用したい, 54%
今と変わらない, 

13%

無料でなければ利用したくない, 7%
「積極的に利用したい」または「時々利用したい」が ８０％

回答数 N=118

【参考】Q5で「年に数回利用」、「利用していない」と答えた人のうち、

Q6で今後「積極的に利用したい」「時々利用したい」と答えた人の割合
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